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ごあいさつ 

 

日頃は、まちづくり推進会議の運営にご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

当初「○○○○の高島市だったらいいのにな」という所からスタートした会議。 

メンバーそれぞれが大変忙しい中で会議を重ねたこの２年間の活動の報告書です。

「まちづくり」とは、まちを大切にする、他の人たちに配慮する、そして、自分が

できる限りまちに関わることではないでしょうか。現在も様々な課題があると思い

ますが、市民、行政が同じ目線、同じ理解のもとに頑張ることが大切なことではな 

いでしょうか。このまちづくり推進会議は、市民目線でこれからの市のありかた、市民協働のまち

づくりを進めていく会議です。私は、この報告書を見た市民の皆さんが面白そう、自分も関わりた

いという気持ちになれるかどうかが最も大切であると思っています。また、様々な世代や高島のす

べての地域の人たちが一緒にまちづくりに携わり、地域の特性を活かして一体感のある「まち」を

作り上げていってほしいと考えています。        高島市まちづくり推進会議 委員長 木津陽介 

 

平成２７年４月に、生活者として、また、まちづくりの実践者として地域の様々

な問題や地域振興についてご議論をいただき、市の一体的な発展につなげるため、

高島市まちづくり推進会議を設置いたしました。 

この２年間、委員の皆様には、地域における特に気になるテーマに沿って解消方 

法や担い手の確保、有効な対応策などを検討いただきました。特に平成２９年度を

始期といたします高島市総合計画には、６つのテーマから多くの建設的なご意見を 

寄せていただき、これからの市政運営に生かしていかなければならないと考えています。少子高齢

化、人口減少、財政の健全化など問題が山積みしており、市民と行政が益々互いの役割を認識し、

協力して住みよい地域社会の創出に取り組んでいかねばなりません。今後も、市民同士、市民と事

業者、市民と行政が、一体感のある持続可能な高島市の実現に向けて、引き続き取り組んでいきた

いと考えています。 

最後になりましたが、委員の皆様、そしてアドバイザーをお引き受けいただきました大阪国際大

学田中准教授には、２年間にわたり大変お世話になりましてありがとうございました。心から御礼

申し上げます。                                     高島市長 福井正明 

 

        ある委員が、この会議に参加しての感想として、「自分とは違う立場や視点からの

話しを聴くことで、新たな価値観を知り、自分の視野を広げることに繋がった」と述

べられていましたが、ここに、私たちは、協働の本質を感じ取ることができます。そ

れは「学習」です。私たちは、お互いに話し合い議論を重ね学ぶことを通じて、次の

新たなイノベーションを構想し興すことができます。今後も、小さな石を積み重ねて

いくが如く、私たちは、まちづくりのバトンをリレーしていかなければなりませ 

ん。この会議体はまさしく第一走者の役割を担ったといえるでしょう。 

高島市まちづくり推進会議 アドバイザー  

大阪国際大学グローバルビジネス学部 准教授 田中優 



 
 

２年間の全体スケジュール 

 

全体会議 

 第１回全体会議 （平成２７年６月２１日）                   

内容：ウィッシュポエムによるワークショップ 他  

 

第２回全体会議 （平成２７年１０月２５日）  

  内容：グループ取り組み内容中間報告 他 

 

 第３回全体会議 （平成２８年１０月２９日）  

   内容：推進会議の現状とこれから 他 

 

 第４回全体会議 （平成２９年３月１１日）  

   内容：活動報告、「市民協働のまちづくり」に 

ついて意見交換 他 

運営委員会 

 第１回運営委員会 （平成２７年８月２１日） 

   内容：グループ会議の進捗状況 他 

 

 第２回運営委員会 （平成２７年１２月１５日） 

   内容：平成２８年度推進会議の進め方 他 

 

第３回運営委員会 （平成２８年８月３日） 

  内容：運営体制について 他 

 

                  第４回運営委員会 （平成２８年９月２６日）  

                      内容：現状とこれから 他 

 

                   第５回運営委員会 （平成２８年１１月１４日）  

                        内容：報告書と報告会の内容 他 

  

                      第６回運営委員会 （平成２９年１月３１日）  

                        内容：報告書構成と報告会の内容 他 

 
 



 
 

全体会議報告 
 

第１回全体会議 

平成２７年６月２１日（日） 会場：新旭公民館 多目的ホール  

〇あいさつ（福井市長） 

〇協議事項 

・高島市まちづくり推進会議の設置目的について 

    ・ワークショップ（ファシリテーター：田中アドバイザー）、グループ分け 

⇒ウィッシュポエム「○○○○の高島市だったらいいのにな」をテーマに話し合い。

その後、委員が投票により６つのテーマを選定し、グループが決定しました！ 

                              ６つのテーマ 

                     「観光客が行きかう高島市だったらいいのにな」 

                    「子育てのしやすい高島市だったらいいのにな」 

                    「一体感のある高島市だったらいいのにな」 

                    「自然の良さを生かす高島市だったらいいのにな」 

                    「若者定住、たくさんの高島市だったらいいのにな」

                    「高齢者になっても安心して暮らせるまち、 

                            高島市だったらいいのにな」 

（ウィッシュポエムの書き出しの様子）       

第２回全体会議（中間報告会）  

平成２７年１０月２５日（日） 会場：今津東コミュニティセンター 大ホール 

  〇あいさつ（福井市長） 

  〇協議事項 

・グループ中間報告⇒グループリーダーが各グループの取り組み内容を報告 

・アドバイザーのコメント⇒中間報告に対し、アドバイザーから提案など 

   

 

 

 

 

 

 

 

       （中間報告）            （グループ内意見交換） 



 
 

第３回全体会議 

 平成２８年１０月２９日（土） 会場：今津東コミュニティセンター 大ホール 

  〇あいさつ（木津委員長） 

  〇協議事項 

・推進会議の現状とこれから ・協働提案事業の説明と各グループ提案事業の整理 

      

 

 

 

 

 

第４回全体会議（報告会） 

平成２９年３月１１日（土） 会場：新旭公民館 多目的ホール 

  〇あいさつ（木津委員長） 

  〇協議事項 

    ・各グループ活動報告（報告書に基づいた報告） 

    ・ワールドカフェ形式で「市民協働によるまちづくり」について意見交換 

委員名簿（☆：グループリーダー、◎：運営委員） 

【観 光】 ・木津陽介(◎)     ・藤野政夫          ・西澤恵美子        ・川添宏司   

・中條祐子        ・大石幸夫(☆◎) 

【子 育 て】 ・平松成美     ・是永宙(☆◎)      ・桂田孝太          ・海老澤文代 

【一 体 感】 ・馬場八洲男(◎)   ・澤孝彦(◎)        ・井岡仁志(☆◎)    ・中村清作 

・早藤悦子         ・澤村茂美 

【自  然】 ・角川康恵         ・石脇和            ・榊始(☆◎)        ・三田村勝 

【若者定住】 ・小林忠伸(◎)     ・太田直子(◎)      ・清水俊雄(☆◎)    ・大塚康将 

・桂田亜也子 

【高 齢 者】 ・三田村徹         ・泉婦美子(☆◎)    ・宮田早苗          ・地村満信  

・入江かおる(H28) ・上原博子(H27)  

（敬称略・順不同）

事務局 

たかしま市民協働交流センター 坂下靖子（事務局長） 

高島市役所 

（Ｈ２７） 井上勝志(市民生活部 部長)      和田 通(市民協働課 課長)   

池田正和(市民協働課 参事)     森下 静(市民協働課 主任) 

（Ｈ２８）  北村政司(市民生活部 部長)     青谷 守(市民協働課 課長)   

池田正和(市民協働課 参事)     谷本有梨佐(市民協働課 主事) 



 
 

運営委員会報告 

 

第１回運営委員会（平成２７年８月２１日） 

会場：今津東コミュニティセンター 大ホール 

〇協議事項 

・グループ協議の進捗状況（１グループ５分程度） 

・グループ協議のまとめ方について 

・第２回推進会議の進め方および日程 

第２回運営委員会（平成２７年１２月１５日）  

会場：新旭公民館 多目的ホール 

 〇協議事項 

・ここまでの振り返り 

  ・推進会議の設置目的等の確認 

  ・グループ会議の開催状況 

  ・各グループの課題の絞り込みと整理 

・平成２８年度の進め方とスケジュール 

・委員長の選任 

 

第３回運営委員会（平成２８年８月３日）  

会場：新旭公民館 視聴覚室 

〇協議事項 

・ここまでの経過について 

⇒会議の方向性の確認、中長期ビジョンの作成、 

・運営体制について 

  ⇒運営委員（リーダー）、一体感グループ、 

市民協働課、市民協働交流センターの 

共同事務局体制 

・市総合計画への反映、協働提案事業の進捗 

・委員長、副委員長の選任 

    委員長  木津 陽介 氏  

    副委員長 榊  始  氏 

 



 
 

第４回運営委員会（平成２８年９月２６日） 

 会場：今津東コミュニティセンター 

〇協議事項・推進会議の現状とこれから⇒次期推進会議のために理想的な任期中の流れを確認 

 

 

第５回運営委員会（平成２８年１１月１４日）  

会場：今津東コミュニティセンター 和室 

〇協議事項 

・報告書の内容 ・報告会の開催日と内容 

第６回運営委員会（平成２９年１月３１日）  

会場：新旭公民館 視聴覚室 

 〇協議事項 

  ・報告書の構成 ・報告会の進め方 ・次期推進会議への思い 



 
 

グループ会議報告 

 

グル―プ名 観光グループ 

テーマ 観光客が行きかう高島市だったらいいのにな 

メンバー 大石 幸夫（リーダー）、木津 陽介、藤野 政夫、西澤 恵美子、 

川添 宏司、中條 祐子、                 （６名）

オブザーバー （平成２７年度） 

 梅村 一之（商工観光部次長） 

  桒原 一也（新旭振興室長） 

（平成２８年度） 

 中川 義人（商工観光部次長） 

  岡田 喜代治（土木上下水道次長） 

事務局 （平成２７年度） 

 山崎 和明（新旭振興室まちづくり担当） 

（平成２８年度） 

池田 正和（市民生活部市民協働課） 

○課題○ 

 

◎高島市が誕生して委員が感じている観光に関する課題や意見は？ 

▼工夫しないと、高島の地に観光客が来ない。 

▼高島市は面積が広い上に、観光標識が少なくどこへ行けば良いかがわからない。 

▼ＪＲが風により運休するケースがあるが、その反面、ゆったり感と不便さに値打ちがある。 

▼観光協会の役割・運営の強化が必要。インターネットを有効活用し観光コース等の紹介が出

来ないか。 

▼高島の歴史、重要文化的景観や日本遺産を観光コースとして観光客を呼び込めないか。 

▼重要文化的景観が市内に３か所あるが、長浜市内の菅浦を含めた４か所で観光客を呼び込め

ないか。 

▼観光ガイドは不足していて、その活動、内容、案内料金もさまざまになっている。 

▼市民が地元の観光地を知らない。地域住民が観光地を知り、観光客を案内することにより丁

寧なおもてなしができないか。 

▼近年は外国人観光客も増加している。観光アプリでの観光地情報提供、無料 Wi-Fi 整備、多言

語パンフレットを活用しインバウンド対策ができないか。 

▼市内特産品お土産の販売などで観光客の消費を促す仕組みづくりが必要である。 

▼市民が創作した手作り品を販売する場面が少ない。体験できる仕掛けなどで観光客と交流を深

めたり、市民の創作意欲を高められないか。 

▼いろいろな希望に応じた観光地になっていけるとよい。観光客にいいところを教えてもらう。

  

 



 
 

○会議経過○ 

 

第１回 平成２７年７月２９日 新旭公民館 

    ・課題の抽出 意見交換 

   

第２回 平成２７年８月１９日 旧新旭公民館 

    ・課題の整理 意見交換 

 

第３回 平成２７年１０月１９日 旧新旭公民館 

    ・中間報告に向けて議論の整理 

    ・課題解決策の検討 

 

第４回 平成２８年６月２４日 高島市役所本庁 

・推進会議の今後の進め方の共有 

      ・高島市総合計画策定の進捗について 

    ・事例研究「日本遺産について」 

「しんあさひ風車村について」 

  説明：市観光振興課職員 

  

 第５回 平成２８年７月１９日 びれっじ１号館 

      ・現地調査 「重要文化的景観 大溝の水辺景観」 説明：市文化財課職員 

      ・ガイド（有償・ボランティア）の育成について 

      ・観光パンフレットのあり方について 

      ・公共施設でのＷｉ－Ｆｉについて 

 

 第６回 平成２８年８月２５日 今津東コミュニティセンター 

      ・推進会議の現状報告 

      ・観光ガイド養成についての意見交換 

・グループ提案内容の協議、精査 

 

 第７回 平成２８年１０月１４日 新旭公民館 

      ・意見交換 

      ・推進会議の課題整理 

 

 第８回 平成２９年１月１３日 今津東コミュニティセンター   

      ・報告書作成に関するまとめ 

 

 



 
 

○グループ会議で検討したこと○ 

 

◎委員の課題抽出の中で、整理した主な課題に向けた現状把握と解決策の検討（中間まとめ） 

 

 

 

 

１．手づくり市の拡大と開催方法 

【課題・背景】 

・市内には、市民が創意と工夫を生かして、染色、木工、陶芸、手芸など、優れた手づくり品

 （工芸品）が数多くあります。こうした手づくり商品を紹介できる場所は少なく、現在では、

 道の駅や観光施設の一部において展示販売が行われています。これからは、展示販売場所の

 拡大や、販売だけではなく体験できる仕掛けを考えながら、観光客を含めた多くの人に見て、

 関わってもらえる「手づくり市」の開催を検討していく必要があります。 

【解決策の検討】 

・作品の発表の場、また販売の場として朽木の日曜朝市に代表されるような「手づくり市」の

 開催に向け、市民が安心して活動が続けられるよう組織化を図り、公共施設等の空きスペー

 スなどを活用しながら、定例的に開催できる場所を確保し、情報発信の取り組みが大切です。

【取り組みによる効果】 

 ・市民の創作意欲や開発意欲が高められ活力増進につながるとともに、こうした機会を通じて

さまざまな課題や意見を集約して、 

３つの大きな課題にまとめ、それらに

ついて解決策を探ってみました！！ 

①手づくり市の拡大と開催方法 

②観光ガイドの養成 

③観光地のアクセスの充実 



 
 

  観光客等の来訪者との交流の深まりによって、おもてなしの機運を高めることができます。

また、これらの動きによって経済効果が高められます。 

２．観光ガイドの養成 

【課題・背景】 

・市には、年間４００万人を超える観光客が訪れ、近年は外国人観光客が増加しています。市

内には、日本遺産に認定された重要文化的景観地域をはじめ、名所旧跡など観光資源が多く

存在し、各地域には様々な観光施設も整備されています。今後はこれらの観光資源にさらに

磨きをかけて、観光振興を図っていく必要があります。中でも、観光地の魅力を紹介する観

光ガイドは、地域や観光地ごとの取り組みにとどまっており、観光ボランティアガイドや有

償ガイドが混在している状況で、いずれの組織も慢性的な人員不足や高齢化が進んでいます。

これからは、高島市がひとつになって、「高島ならでは」のおもてなし機運を醸成し、観光ガ

イドとして活躍いただける市民をひとりでも多く養成していくことが必要です。 

【解決策の検討】 

・高島市の良さを知り、観光客や来訪者を心からおもてなしができる市民を育てていきます。

その中から、市域一円の広域ガイドや、観光地や観光施設をスポット的に案内できる観光ガ

イドを養成していくことが大切です。（ガイド料金統一化の検討） 

【取り組みによる効果】 

・地域の良さを学習し、地域の現状を知り、それぞれの地域の思いを理解した観光ガイドが案

 内することによって、地域は安心して観光客を受け入れることが可能となります。また、市

 民にも地域への誇りと愛着といったものを基調として、観光を通じた「まちづくり」への機

 運の醸成を図りながら、観光地としての魅力を高めていくことができます。また、観光ガイ

 ド養成（おもてなしの人づくり）においても、一定有償化することによって、関わる人のや

 りがいや、生きがいを創出し、活躍の場所を広く提供していくことができます。また、観光

 ガイドの充実は、旅行商品となりやすく、今後の観光客の誘客に大きなプラス要素となります。

 

３．観光地へのアクセスの充実 

【課題・背景】 

・観光客が訪れる中、まだまだ道路や鉄道に代表されるインフラ整備は十分ではありません。

特に道路においては、一部の地域では大型観光バスの通行はもとより、普通車でも離合する 

ことが難しいところもあり、安全に通行できる道路整備が待たれています。また、これから 

は、ビワイチやウォーキングの観光客に対する道路案内看板やサイクリングロードの整備が 

必要であり、インバウンド対策も視野に入れたインフラ整備が重要となってきます。 

【解決策の検討】 

 ・道路整備、道路案内看板（インバウンド対策）の設置。 

【取り組みによる効果】 

・観光施設や観光地への訪問が容易になり、今後増えていく外国人観光客の受け入れがスムー

 ズになります。 

 



 
 

グループ会議の報告 

 

グル―プ名 子育てグループ 

テーマ 子育てしやすい高島市だったらいいのにな 

メンバー 是永 宙（リーダー）、平松 成美 、桂田 孝太 、海老澤 文代   

                   （４名）

オブザーバー （平成２７年度） 

 早藤 武彦（教育総務部次長） 

  藤原 忠雄（今津支所長） 

（平成２８年度） 

 平田 茂樹（教育総務部次長） 

  廣部  勇（健康福祉部子ども局長） 饗庭 正昭（今津支所長） 

事務局 （平成２７年度） 

 木下  晃（今津支所まちづくり担当） 

（平成２８年度） 

  大森 宜美（今津支所まちづくり担当） 

○課題○ 

 

「今いる若者に残ってもらうには」「若い人（子育て世代）に入って来てもらうには」 

１ 居住地と学校・職場との距離・時間 

大学や専門学校がなく、通勤可能な範囲に働く場が少ない。 

２ 農業など、地域にある素材（財産）を活かして生計がたてにくい            

昔は、家にある田や畑をしながら少し別に勤めれば生活できた。今は、専業や主収入が農業

の兼業では、大規模でなければ生活できないので、「帰ってこい」とは言えなくなった。 

３ 「起業」に対する支援（応援）のシステムが少ない 

高島に残る人、帰ってくる人、入ってくる人のために、起業者に対する支援や応援策が少な

く、システム化されていない。そのため、「起業して高島に住もう」という若者が出にくく、

また、「高島では仕事の選択肢が少ないので残れない、帰れない、入って来れない」という

声がある。 

４ 「高島で生活する魅力、子育てを支えるシステム」がうまく発信できていない 

世代を越えて高島に住んでいる人は地域の魅力を感じにくいので、うまく魅力を発信できて

いない。その結果、地元の子どもたちも地域の魅力に気づきにくく、高島を出て行ってしま

う。また、子育てを支えるシステムは十分あるのに、必要な人に情報が届いていない。 

５ 子どもの移動手段が十分でないため、参加の機会が制限されている 

高島市は、公共交通が十分でなく、車がなければ生活できない地域である。そのため、自ら

の移動手段を持たない交通弱者である子どもが、体験活動や教育講座等に参加したくても、

家庭や地域での送迎がないと気軽に参加することができない。 

６ 学童保育・保育所の運営 

  子どもにとっても親にとっても優しく、家庭の事情にもより柔軟に対応できる運営への支援

拡充が求められている。 

 



 
 

○会議経過○ 

第１回 平成２７年７月２９日 安曇川公民館 

    ・課題の抽出 意見交換 

   

第２回 平成２７年８月１７日 安曇川公民館 

・若い人（子育て世代）に入ってきてもらうには 

 

第３回 平成２７年９月１６日 安曇川公民館 

    ・高島高校、安曇川高校への新学科の誘致 ・移動支援・ボランティアの育成   

    ・保育所運営の弾力化 

 

第４回 平成２７年１０月６日 今津支所 

    ・保育所運営の弾力化に向けた、制度や現場の現状把握 

  説明：市子育て支援課職員、市こども園職員 

  

 第５回 平成２８年３月３日 今津支所 

      ・今後のグループ会議の進め方 

 

 第６回 平成２８年４月１１日 おっきん椋川交流館 

      ・平成２８年度の取り組み 

 

 第７回 平成２８年５月１０日 朽木公民館 

      ・移送支援、保育サービスの現状把握 

   

 第８回 平成２８年６月６日 高島高等学校 

      ・生徒会役員との意見交換   

 

 第９回 平成２８年６月２０日 安曇川公民館 

      ・市総合計画への反映 

   

 第 10 回 平成２８年８月２８日 今津支所 

       ・協働提案事業への意見聴取 

        

 第 11 回 平成２８年１０月１９日 今津支所 

        ・グループ会議の検討内容の共有 

 

第 12 回 平成２９年１月１２日 今津支所 

・報告書作成に関するまとめ 



 
 

○グループ会議で検討したこと○ 

ふるさと教育、魅力発信 

【現 状】 

◇市内の中学校を卒業した生徒の２５％が市外の高等学校等に進学している状況にある。 

◇中学校までは地域との関わりがあるが、高校では交流がなくなる。 

【原 因】 

◇よい大学へ行って、よい就職先につくのが、 

子どもの幸せ、という親の思いが強い。 

◇高島の良さへの気付きの機会が少ない。 

【解決策】 

◇子どもの心に種をまく 

高島の魅力である豊かな自然や素晴らしい景色

を毎日見て育てば感性も変わってくる。子どもの頃に自然の中でおもいっきり遊んだ体験や

感動とその幸せな記憶が郷土愛につながる。子どもの頃に、生きた体験、感動、高島大好き

という気持ちや心を育て、いい思い出と良さを感じられる種まきをしておけば、結婚しても

我が子に同じ体験をさせたいというプラスの連鎖につながる。 

◇良い思い出が生まれる地域 

まわりに自分たちを応援してくれる大人がいっぱいいたとか、人間関係がものすごく気持ち

が良かった、という良い思い出が生まれる地域にしていく。 

◇離れていてもつながる心を育む 

高島へ帰って来なければだめだということではなしに、外へ出ても、遠いところから高島を

思い、地域との関係性を育んでくれる子どもを育てる。 

◇孫ターンに着目する 

祖父母がいる町なら親しみもあり、すんなりと地域に溶けこめるというメリットがある。祖

父母の元へ戻る 「孫ターン」にも着目する。 

◇子どもの可能性を伸ばす 

子どもたちの可能性は無限にあり、高島に残って高島の地域を良くしていこうという子ども

もいれば、世界で活躍するような子どももいる。高島の子どもを高島にしばるよりもいっぱ

い可能性をつくっていく。自由に可能性を育てる。子どもが自分の責任・判断で選択し、自

己決定できる、自立した子どもを育てる。 

◇地域を学び、誇りを育む 

地域学（たかしま学）講座を開催し、地域のスペシャリストとの出会いの機会を設ける。移

住者が感じる地域や人の魅力が市民みんなの誇りになればよい。毎年秋に開催される「おっ

きん！椋川」は、地域のお年寄りに誇りを取り戻してもらう機会となっている。 

◇高校生の知恵や力がいかせる場面づくり。 

◇情報の発信 

小中学校での自然体験活動、他市に比べ充実した子育て支援制度について、関心層にターゲ

ットを絞り積極的に発信する。 

地域ブランド調査における滋賀県の順位

指 標 ２０１５年 ２０１６年

魅 力 度 ４１位 ３３位 

愛 着 度 ３０位 １３位 

自 慢 度 ２９位 １５位 

（ブランド総合研究所 調査）



 
 

移 送 支 援 

【現 状】 

◇市内中心部以外に住む子どもは特に、利用できる交通機関が少なく自分の意志で集団活動等

への参加が制限されている。子ども同士で遊ぶ機会も家庭の事情に左右され、自宅で過ごす

時間が多くなり、人間関係が希薄化する恐れがある。 

◇子どもが減り、地域で子どもを育てる支援機能が弱まり、子育てに対する不安や負担感を増

幅する結果になっている。 

◇支援が必要な世帯がどれくらいあるのか現状が把握できていない。 

◇ファミリー・サポート・センター事業の利用が地域により差がある。 

【原 因】 

◇公共交通機関が少なく、子どもたちが自分の力で行ける場所には限界がある。 

◇ファミリー・サポート・センター事業の周知が十分でない。 

【解決策】 

 ◇高齢者施策で検討されている移動支援のシステムを子育て施策にも取り入れる。 

◇高島に合った移動を支える有償ボランティア制度を構築する。シニア層の活躍の場の創出に

もつながる。 

 

高 校 の あ り 方 

【現 状】 

 ◇高島・安曇川両高校の２年生全員に実施したアンケートでは、「将来、高島市に住みたいと思

いますか」という問いに、５０．７％が「住みたくない」との回答結果だった。 

◇市内中学校長、高島・安曇川両高校の校長、また県教育委員会とも、市教育委員会が定期的

に懇談を持ち、市内外の中学生が多く志願してくれる魅力や特色ある学校づくりが進められ

ている。 

【原 因】 

 ◇高島高校生徒会との懇談では、高島市内には買い物など日常生活で楽しめる場所がなく、電

車の本数も少ないことや、外へ出た方がさまざまな経験ができ、広いものの見方も学ぶこと

ができる、との意見であった。 

【解決策】 

 ◇特色ある専門学科 

高島高校、安曇川高校に介護・福祉系、医療系、発酵食の専門学科を誘致する。特色ある学

科があると、その方面に進みたいと考える地元の子どもが他所に行かずここで進学すること

ができ、学んだことを地域で生かすことができる。例えば、「発酵＋農業＋付加価値＝市の特

色⇒専門性」が学べるような特色ある学科があれば、全国からの通学者も見込める。 

 ◇協力企業による奨学金制度の創設 

  市内の企業から寄付を募り、地元で就職した場合には返還が不要な給付型奨学金制度を創設

する。 

 



 
 

 

グループ会議の報告 

 

グル―プ名 一体感グループ 

テーマ 一体感のある高島市だったらいいのにな 

メンバー 井岡 仁志（リーダー）、馬場 八洲男、澤 孝彦、中村 清作、 

早藤 悦子、澤村 茂美                   （６名） 

オブザーバー （平成２７年度）青井 真一（総務部管理官）平田 茂樹（安曇川支所長） 

（平成２８年度）西川 彰 （政策部次長）  清水 真理子（総務部次長） 

青井 真一（行財政改革推進局長） 松田 博文（安曇川支所長） 

事務局 （平成２７・２８年度） 

 山本 満（安曇川支所まちづくり担当） 

○課題○ 

１．一体感が不足していると感じること 

 市の一体感は根幹にあるべきもの。これがうまくいけば、様々なことがうまくいくのでは。

 昭和の合併から平成の合併、さらに古くから培われた歴史、文化、風土がある。合併した

からといって、そう簡単には変われない。 

 市域の公平なグランドデザインをどう描くのか、そこが見えないとひとつになれない。（市

総合計画の共有） 

 人口減少、少子高齢化で集落維持機能が低下しつつあり、集落単位よりも広い範囲で支え

合っていく必要がある。 

 住民と行政の互いにフラットな関係、真に協働できる関係づくり。 

２．一体感づくりに向けたキーワード 

①場づくり・しかけづくり 

 まちづくりに対しての住民の思いを共有できる「場づくり」や「しかけづくり」が必要。

 思いを共有できるしかけが必要。他地域の自慢を自分も自慢できるようにならないと。 

②協働関係 

 市民の声を聴く場が市民参加の第一歩。市民と行政の関係を深める機会が必要。今までも

あったと思うが、問題はその広がりがないこと。 

 様々な機関や団体の「意識の垣根」をとっぱらうこと。 

③参加・交流 

 幅広い市民がまちづくりに関心を持って参加する地域にしていく。 

 人と人が交流し、知り合うことから一体感が生まれる。 

 一人ひとりの活動している人の声を聴くことが大事。 

④共通の目標づくり 

 「まちづくり」という共通の目標を持ち、共感して応援する関係をつくる。 

 何かの目標に向かって走っていくという意識を高める。 

 



 
 

○会議経過○ 

第１回 平成２７年７月４日 安曇川公民館 

    ・そもそも一体感とは何か？ 意見交換 

   

第２回 平成２７年８月９日 安曇川公民館 

・一体感とは？大事なこと・気づいたことの再確認 

 

第３回 平成２７年９月２６日 安曇川公民館 

    ・一体感の視点からのまちづくり 

    ・第２回全体会議の進め方について意見集約 

 

第４回 平成２７年１１月８日 安曇川公民館 

    ・まちづくり推進会議と行政の役割 

    ・今後の推進会議のあり方 

  

 第５回 平成２８年８月７日 安曇川公民館 

      ・運営委員会の内容共有 

・推進会議運営の課題解決と事務局体制づくり 

 

 第６回 平成２８年９月１日 安曇川公民館 

      ・事務局会議として役割と運営委員会の進め方 

 

 第７回 平成２８年１０月２０日 安曇川公民館 

      ・推進会議の現状とこれから 

      ・全体会議の進め方 

 

 第８回 平成２８年１１月３日 高島市役所 

      ・全体会議の振り返り 

・運営委員会の進め方 

 

 第９回 平成２８年１２月８日 安曇川公民館 

      ・運営委員会の振り返り 

      ・報告書作成について 

 

 第１０回 平成２９年１月１９日 安曇川公民館 

      ・報告書作成に関するまとめ 

 

 



 
 

○グループ会議で検討したこと○ 

【平成 27 年度の議論】 

●そもそも一体感とは（前提となる共通認識） 

 「高島市の一体感をつくる」ということは、それぞれ違う背景（文化、歴史、風土）を持

つ互いの価値、存在を認め合い、助け合える関係を築くことが前提にある。 

 一体感とは連帯感でもある。市民みんなが共感できる共通の克服すべき目標（例：人口減

少問題に起因する課題）があることで立場や利害を越えて連帯できる。 

 また、一体感とはある意味「強い高島市」を創ること。感覚的な一体感ではなく、市域、

旧町村域、小学校区域、集落域とそれぞれの圏域ごとの一体感をつくり、重層的につなが

る必要がある。 

 

 

 

●一体感づくりに必要な要素（具体化の種） 

 地域エゴを乗り越えて、互いを認め合うためには、お互いを知る（面識がある）関係をよ

り多くつくっていく必要がある。（知り合う場づくり） 

 市民、議会、行政の距離感、世代や性別の違い、集落間の違い、異業種間のつながり、移

住者と地元民など、縦割りや分断をつなぐ様々な切り口がある。 

 市の将来像（グランドデザイン）をどう描くのか。ビジョンを可視化するためには市の総

合計画を市民参加、官民協働で策定し、みんなで行動していく。 

 従来の価値観に縛られず自由な発想ができる、若者やＵ・Iターン者が横つなぎのキーパ

ーソンとなる。（風の人と土の人の共働） 

 高島市が好き。誇りに思うという気持ち（郷土愛）の醸成が一体感の基盤になる。 

 ボランティアや市民活動といった、市民の社会参加の機会を増やすこと。（奉仕的発想で

はなく、自分のまちを住みやすくする活動への主体的参加の促進や楽しみながら参加でき

るプログラム） 

 

【4 層⽬：市域の⼀体感】 
互いを知り合う交流・つながりづくり 

【3 層⽬：旧町村の⼀体感】 
多様な活動主体がつながる場づくり 

【2 層⽬：集落同⼠の⼀体感】 

集落間格差を補完し合う関係づくり 

【1 層⽬：集落内の⼀体感】 
近隣同⼠が助け合い、⽀え合う関係づくり 



 
 

【平成 28 年度の議論】 

●まちづくり推進会議の今後の進め方について 

市民（委員）が主体的に会議に参画し、行動できるような体制づくりを行政との協働でつくっ

ていく必要がある。 

・まちづくり推進会議の位置づけがわかりにくい 

・まちづくり推進会議委員・グループの役割がわかりにくい 

・事務局体制のあり方 

・具体的な取組み実践の方法 

①会議の目的 

・何のために、何を目指して本会議があるのかの確認、共有 

 市の示す「設置目的」をどう具体化するのか、会議の位置づけなどが委員の中に腑に落ちてい

ない。 

・中長期ビジョン、短期目標の協議、共有 

 何をいつまでに決めて、それを誰がするのか、現委員の任期中にどこまでのことをして、次の

委員に何をバトンとして渡すのか。 

②会議の位置づけ（特に推進会議・グループでの検討事項と政策との関係） 

・庁内各課との関係 

 各グループの課題を各部局・課とどのようにすり合わせていくのか。市のやること、民間・市

民のやることの協力関係。 

・市総合計画、地方創生総合戦略の所管課との連携、市議会との関係 

 推進会議での議論が政策としてどう反映されるのか。各グループでの課題が直接政策化される

のか。 

③会議の推進体制・事務局体制 

・要綱にある「委員長および副委員長」の決定 

・運営委員会：委員が主体的に参加できる運営体制づくり 

・委員と行政による協働事務局体制づくり 

・市民協働交流センターの役割 

【例えば】 

・市民協働交流センターが実務・調整役的な役割を持ち、委員長、副委員長、運営委員数名（幹

事的な役割？）と市民協働課で事務局会議を開催。 

・各グループの課題を持ち寄り、課題を整理し、推進会議として進めていくべきことを明らかに

する。グループ間で一緒にできることなどを調整する。 

・関連する庁内各課との連絡調整は市民協働課が担う。 

・これらを全体協議する場が運営委員会。 

・一体感グループは全体をコーディネートする役割 

 

以上のような課題整理をおこない、一体感グループと市民協働課、市民協働交流センターによる

話し合いをおこなって、平成 28 年度下半期から 3者による協働事務局体制を構築しました。 



 
 

グループ会議の報告 

 

グル―プ名 自然グループ 

テーマ 自然の良さを生かす高島市だったらいいのにな 

メンバー 榊 始（リーダー）、角川 康恵、石脇 和、三田村 勝   （４名） 

オブザーバー （平成２７年度） 

 饗庭 正昭（環境部次長） 

  藤原 秀夫（農林水産部管理官） 

  中江 重隆（農林水産部次長） 

  岩松 充司（マキノ支所長） 

（平成２８年度） 

 川原林 剛（環境部次長） 

  中島 勲（農林水産部次長） 

竹谷 紀子（マキノ支所長） 

事務局 （平成２７・２８年度） 

 中川 美知夫（マキノ支所まちづくり担当） 

○課題○ 

 

 

 メンバーの半分（2名）は高島市出身、あと半分（2名）は滋賀県外からの移住者。 

高島市は自然豊かで魅力的と感じる。高島市を訪れる人から自然の良さを教えられることも多

い。自然資源も多くあり、それを活用できたらいいと思う。 

 しかし、地域の人たちはその自然の良さ・魅力に気づいていないことが多いのではないか。高

島が不便で、大学・就職や遊ぶにも都市部まで出かけなければいけない、など否定的な意見も多

い。 

 「自然の良さを生かす」ためには、地域の人たちに高島のいい所を理解・見直してもらえるこ

とが先決だが、それはどのように進めていけばいいのか。高島市として合併してからの１０年間

この課題は「枕詞」として何度も繰り返し取り組まれてきたが、なかなか先には進んでいないよ

うにも思える。 

 自然グループではまず実際に「高島のいいところ」作りに取り組んできたところを見て回り、

意見交換して「自然の良さをいかす」ための視点づくりから始めることとした。その後、「市」と

「市民」がそれぞれの立場をいかした連携をいかに構築するかを考えた。 

 なお、自然グループでは、「市」と「市民」協働の姿勢を保つため、「オブザーバー」もメンバ

ーとして意見交換に加わることとした。 

 

 

 

 



 
 

○会議経過○ 

第１回 平成２７年７月６日 朽木支所 

    ・課題の抽出 意見交換 

   

第２回 平成２７年８月４日 マキノピックランド 

・事例研究「メタセコイア並木の成り立ちと活用について」 

     講師：マキノピックランド 高木正 氏 

 

第３回 平成２７年９月２９日 今津支所 

    ・第１回運営会議の内容共有 

    ・今後の課題解決方法の検討 

 

第４回 平成２７年１０月２７日 針畑ルネッサンスセンター 

    ・事例研究「針畑地域振興協議会の取り組みについて」 

  講師：針畑地域振興協議会 西川明夫氏 

  

 第５回 平成２７年１１月２４日 市役所別館 

      ・事例研究「高島市の景観政策について」 説明：市都市計画課職員 

      「高島市まち・ひと・しごと総合戦略について」 説明：市企画調整課職員 

 

 第６回 平成２８年４月２６日 朽木支所 

      ・平成２７年度のまとめ 

      ・平成２８年度の取り組み 

 

 第７回 平成２８年６月１３日 朽木支所 

      ・まちづくり推進会議の今後の進め方の共有 

      ・高島市総合計画策定の進捗 

      ・委員からのグループ提言案の発表 

 

 第８回 平成２８年８月２２日 朽木支所 

      ・グループ提案内容の協議、精査 

   

 第９回 平成２８年１０月１７日 朽木支所 

      ・意見交換 

      ・推進会議の課題整理 

 

 第１０回 平成２９年１月６日 森林公園くつきの森 

       ・報告書作成に関するまとめ 



 
 

○グループ会議で検討したこと○ 

１、現地視察・研修 

・マキノピックランド研修 

マキノ探検・・メタセコイア並木はなぜできたか？

40 年前は「こんな実も花も出来んもん植えて・・」

と。  

今は「並木百選」などに選ばれ、高島観光の目玉の

一つに。  

住民と行政が協働で継続的に並木の手入れ・保全を

行っている。海津の桜も同じ。  

     

旧マキノ町の住民・行政の意識が「マキノは観光」 

                    という枠で認知され、共有されていた。  

 

・針畑ルネッサンス研修 

針畑地域には「ものがたり」がある 

古くから「鯖の道」として若狭から京への文化も往来

してきた歴史街道であった。 

小入谷の雲海・カキツバタ群生・生杉ブナ原生林など

自然に恵まれている。 

特産品の製造・販売も行っているが、高齢化と人口減

少でそれを担う者がいない。 

移住する若者もいるが、地域住民との共存共栄が課題

となっている。 

 

・高島市景観政策研修 

  屋外広告物について、高島市は先進的な取り組みがなされている。 

高島市屋外広告条例は、自然豊かな景観などを考えて、市内を 4 つのゾーンに分けて、それ

ぞれに適した規制をしている。 

自然をそのままに残す。高島の自然を活かしながら、商業などの活用ができる地域開発

を・・・自然豊かな高島なので、高島市屋外広告条例のようなゾーンを分けて、景観計画の

条例化も必要では。 

 

２、自然研修を終えてのまとめ 

 ・高島市民に対して、高島の自然の良さや自然の魅力を伝えていく必要がある。 

 ・高島の魅力の伝え方、手法をもっと広げたり、検討していく必要がある。 

 



 
 

 

３、まちづくりへの提言案 

 ・日常の生活を活かした、人と自然のつながり、満足感と幸せを感じられる取り組み。たとえ

ば、どんぐりを植え苗木を育て、山に植樹する「どんぐりプロジェクト」のような、自然や

森や山への理解を深める活動などの取り組みを継続・拡大していけないだろうか。 

 ・統合や廃止などにより、高島を訪問される方に自然を案内できる施設が減っている。現在あ

る施設は活用していければいいのでは。 

 ・放置された伐採木や倒木を活用する「木の駅」のような活動が広がるといいのでは。 

 ・高島市の自然に関するビジターセンターを提案する。 

 

４、自然グループとしての提案 

（１）市民協働交流センターの自然版のイメージで「ビジターセンター」の設置 

  ビジターセンターの業務の内容 

  ・高島の自然にかかわる情報の集積と提供。 

  ・高島の自然にかかわる市民、市民グループの交流。 

  ・高島の自然にかかわる市民、市民グループのサポート（必要に応じて）。 

  ・関係施設の一元管理。 

 

（２）自然学習の場としての高島の再構築 

  ・これまであった良い取り組を発展させ、拡大。 

    （例）どんぐりプロジェクトなど 

  ・自然体験メニューの開発や拡大。 

    （例）今森光彦さんの「萌木の国」のような企画を全市で 

  ・上記企画の売り込み。 

 

５、まとめ 

自然を軸として・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然をいかし、それぞれの地域の文化と特性がつながる、まちづくりができたらと・・  



 
 

グループ会議の報告 

 
グループ名 若者定住グループ 

テーマ 若者定住、たくさんの高島市だったらいいのにな 

メンバー 清水 俊雄（リーダー）、小林 忠伸、太田 直子、大塚 康将、 

桂田 亜也子                        （５名）

オブザーバー （平成２７年度） 

 上山 幸応（政策部次長） 

松田 博文（土木上下水道部次長） 

  北村 政司（高島支所長） 

（平成２８年度） 

 桒原 一也（市民生活部次長） 

  曽根 孝司（教育総務部管理官） 

  和田  通 （高島支所長） 

事務局 （平成２７・２８年度） 

 浅井 嘉己（高島支所まちづくり担当） 

○課題○ 

若者定住に関する沢山の課題を出し合い、その中から５つの課題を整理しました。 

１．働く場 

・地元企業の求人はあるが、職種の選択が限られている。 

・交通の便が悪い（湖西線の課題）。 

２．青年の集まる場 

 ・青年が自由に集まり、使える施設が少ない。 

 ・青年団の新規加入が少ない。 

・青年と地域の関りが少なくなっている。  

３．家庭での教育 

 ・親は子の進路について、子にゆだねている。 

・帰郷の意志が育っていない。 

・田畑は他人に任せている。 

・自治会に入らない家庭が増えている。⇔しがらみの強い地域性もある。 

４．教育と福祉の充実 

・移住者の多くは子どもを育てやすい地域と感じている。 

・地元で育った人と移住者の意識をつなぐ人がいない。 

・学童保育の充実が必要。 

５．中学・高校での地域への愛着の育成 

 ・中学生は地域を学び、地域企業での経験の中で職場体験もあり、地域行事への参加も少しあ

るが、一方、高校生は地域との関わりが少ない。 

 



 
 

○会議経過○ 

第１回 平成２７年７月１４日 新旭公民館 

     ・意見交換「若者定住に必要なこと」８つの課題  

 

第２回 平成２７年８月１７日 新旭公民館  

・課題の抽出 

 

第３回 平成２７年８月３１日 新旭公民館 

・青年団の現状と課題 

 

第４回 平成２７年９月１８日 新旭公民館 

・市内青年団員との意見交換 

・６つのアクションプラン  

 

第５回 平成２８年６月２１日 新旭公民館 

・平成２８年度の運営方針と取り組み内容 

・高校生アンケート調査報告 

 

第６回 平成２８年７月２２日 新旭公民館 

・高島市の移住定住施策の紹介 

・グループの協議から見えてきたもの 

 

 【第６５回滋賀県青年大会を視察】 

     （平成２８年８月２７日） 

第７回 平成２８年８月３０日 新旭公民館 

・第６５回滋賀県青年大会の支援と結果 

・第３回運営委員会の報告 

・グループ協議内容の高島市総合計画への反映 

第８回 平成２８年１０月２３日 新旭公民館  

・第４回運営委員会の報告 

・高島市まちづくり推進会議の現状とこれから 

・グループのまとめ 

 

 

 

 

 



 
 

○グループ会議で検討したこと○ 

＜５つの課題について整理＞ 

 現状あるもの 現状ないもの 課題解決方法？ 

働く場 
求人枠はある 

選択肢は少ない 
通勤手段が不安定 

求人と求職の不一致 

福祉の職場をＰＲ 

青年が集まる場 青年団の存在 

新人が集まらない 

安定的に使用できる施設

がない 

他の組織とのつながり 

目的を明確化し共有する 

福祉に目を向ける組織 

家庭での教育 
子の自由を了解 

田畑は他者に任す 

帰郷の意思がない 

自治会に加入しない 

地元と移住者の感覚の 

違いをつなぐ 

自治会等の役回りを創る 

教育と福祉の 

充実 
保育所は十分ある 学童保育の整備充実 子どもの遊び・学びの場 

中学・高校での地

域への愛着の育成 

地域歴史の学習 

企業体験・ 

地元行事参加 

高校と地域の連携 

中学・高校での 

カリキュラムの改善・ 

地域学を推進していく 

＜注目した課題＞ 青年が集まる場、青年団の存在 

 若者が定住するために、青年が集まる場、青年団の活動が重要になると考え、青年団の現状を

ヒアリングし、課題を整理し、解決策として６つのアクションプランを提案しました。 

○青年団の現状と意見 

・市内の各青年団が地域をベースに活動を行っており、連携が少ない。 

・そこに行けば青年団と会える！という拠点が必要。 

・青年団と行政をコーディネートする、社会教育主事の役割。 

・青年教育に関する資格を持っている市職員が活かされていないのでは。 

・青年団ＯＢと若い世代とつながりの場がほしい。 

・青年団のまちづくりの活動が見えないので、見える活動をする。 

・様々なイベントを企画し、実施している。（夏祭り、ヨシ刈り、駅前清掃など） 

・補助金増額について。 

 

○青年団の問題点・・・自由に使用できる施設が無い！ 

 若者が時間制限なく、自由に集まれる場所の充実が必要！ 

 家と仕事ともう一つ「サードプレイス」を創造する。 

効果：語り合い、議論を深める 

責任を与え自己管理能力を醸成する 

場所に人が人を呼ぶ 

    地域に興味を持つ人が増える 

 



 
 

○解決策としての６つのアクションプラン○ 

１．市内の公共施設の開放 

２. 市内の空き家を借り上げて青年団へ貸し出し 

３. 平成２８年度 滋賀県青年大会にむけ、勤労青年の参加を喚起  

４．若者への周知と参加 

５. 高校生の青年団参加  

６．補助金の増額 

 

 

６つのアクションプランの絞り込み 

① 施設の改修・利用できる施設の整備。公的施設使用時間の緩和。各部署の関係者周知。 

② 空き家対策と連携し、各地に青年団が使用できる場を整備。 

③ 青年大会参加者が今後の若者活動の中心を担う。青年の意識改革、行政と連携を進める。

④ 市内の中学・高校生にカリキュラムの改善を行う。 

⑤ 高校と行政の連携。高校と家庭の連携。 

⑥ 青年団活動にふるさと納税を充当する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青年団への期待

効果

移住者と地元民との感覚
をつなげてくれる

自治会長･区長･リーダー
養成(地域のイベント)

友達関係の育み
→地域へ帰郷への架け橋

高校生からの参加
→大人との関わり

地域の伝統を継承



 
 

グループ会議の報告 

 

グル―プ名 高齢者グループ 

テーマ 高齢者になっても安心して暮らせるまち、高島市だったらいいのにな 

メンバー 泉 婦美子（リーダー）、三田村 徹、宮田 早苗、地村 満信 

入江 かおる（平成２８年度）、上原 博子（平成２７年度）  （５名） 

オブザーバー （平成２７年度） 

 橋本 妙子（健康福祉部次長） 

  岡田 喜代治（朽木支所長） 

（平成２８年度） 

 枝 秀樹（健康福祉部次長） 

  山本 純子（朽木支所長） 

事務局 （平成２７年度） 

 齊藤 房伸（朽木支所まちづくり担当） 

（平成２８年度） 

前田 温夫（朽木支所まちづくり担当） 

○課題○ 

高齢者をとりまく問題点・・・今はこうなっている ５４項目の課題を抽出！ 

〇高齢者の生活環境は・・・ 

・一人暮らしで基本的な生活が出来なくなった高齢者に、ご近所の身近な支援がなくなってい

る。 

・核家族化が進み、家族のかかわりが薄くなり、また地域の中の助け合いも難しくなっている。

・国民年金のみの高齢者で低収入の方も多く、毎日の生活が苦しい。 

・朽木地域では歯医者さんが無く、バスに乗れない高齢者は困っている。 

・交通利用券があっても重い荷物を持ってバスの乗り降りが出来ず、地域の商店街、大型スー

パーや量販店での買い物ができない。 

〇高齢者をとりまく地域は今・・・ 

・福祉推進委員会を組織出来ない自治会があり、ふれあいサロンの継続が困難な所が増えてき

ている。サロンに来られない人の居場所がない。 

・老人会の組織率が低くなり、地域とのかかわりが少なくなっている。地域で孤立している高

齢者が増えている。 

・限界･準限界集落で自治会の運営が出来ないところが今後増えてくる。 

・区長が１年交代の自治会も多く、地域での新たな福祉事業が取り組めない。 

・地域ぐるみでみんなが集まるイベント等が減少し、益々高齢者の居場所がなくなってきてい

る。 

 

 

 



 
 

○会議経過○ 

第１回 平成２７年７月９日 安曇川公民館 

・とりまく問題点、今こうなっている 

 

第２回 平成２７年８月２０日 安曇川公民館 

・「とりまく問題点、今こうなっている」 

 に対して「どうするか どうしたらよ 

 いか何が必要か」 

 

第３回  平成２７年９月１０日 高島公民館 

・独居高齢者をどう支えるか（生活支援） 

・生活が苦しい高齢者をどう支えるか（低所得者支援） 

・地域で支える担い手をどう支えるか（支える体制づくり） 

 

第４回 平成２８年２月３日 安曇川公民館 

・高島市地域福祉計画（第２次）中間見直しについて  

説明：市社会福祉課職員 

・高齢者サービス・高齢者事業について  

説明：市地域包括支援課職員、市長寿介護課職員 

・高齢者を支える取り組みについて  

説明：社会福祉協議会職員 

 

第５回 平成２８年６月１３日 安曇川公民館 

・まちづくり推進会議の進め方 

・高島市総合計画策定の進捗 

 

 第６回 平成２８年８月２９日 安曇川公民館 

      ・グループ協議内容の総合計画への反映 

      ・グループ協議内容のまとめに向けて 

 

 第７回 平成２８年１０月１４日 安曇川公民館 

      ・まちづくり推進会議の現状とこれから 

      ・意見交換 

 

 第８回 平成２９年１月１１日 安曇川公民館 

      ・報告書作成に関するまとめ 



 
 

○グループ会議で検討したこと○ 

◎『高齢者グループ』として、この２年間の会議の中で意見交換してきました。市民目線で市民

として何ができるのか、市に何が提案できるのか、充分な討議は出来ませんでしたが、高島市

の高齢者を取り巻く厳しい現状を共有しながら、次の３項目の具体的な施策と 1 項目の要望を

提案したいと思います。 

 

１．高齢者の生活支援 

 《現状》高齢化率 32.4％（平成 28 年 12 月末現在）、毎日の基本的な生活がしづらくなってき

ている高齢者世帯が急増している中、家族や地域のつながりの希薄化で、地域住民の

支え合い･助け合いが急務となってきている。交通利用券があっても、重い荷物を持

ってのバスの乗り降りが出来ず、少し遠方での買い物が出来なくなっている。買い物

支援は一部の地域で有償無償の違いはあるが既に取り組まれている。しかし市内一円

にまで広がっていない。低年金の高齢者も多い中、高額なタクシーを利用出来ない高

齢者も多い。 

《具体的な取り組み》 

① 路線バスを利用できない高齢者を対象に、地域住民のボランティアによる送迎移送サ

ービスの実施。 

② 路線バス等を利用できる高齢者で、買い物後の重い荷物が持てない方の支援として、

地域住民のボランティアが一緒に乗車し、買い物などの生活支援サービスを行い自宅

まで付き添う。 

《効果》住民による買い物支援が充実すれば、自分で買い物できる楽しみが増え、高齢者の生

活力が高まり、元気でいたいというモチベーションも高まる。 

           

 

２．手作り弁当の配食サービス 

《現状》独居高齢者の中には、自分で料理ができなくなってきている方が増えてきている。コ

ンビニ等でも惣菜は購入でき、また民間事業所のお弁当宅配もあるが、ごく普通の家

庭料理が食べられない高齢者が増えている。 

《具体的な取り組み》 

   ① 地域のシニア世代等の特技を生かし、月に数回地域の配食と見守り活動を実施。 

   ② 配食する手作り弁当は、各地域の公共の調理場を確保し地域の食材を使用する。 

《効果》手作り弁当をお届けし、美味しい食事を味わってもらうことで食の楽しさ大切さを感

     じてもらえる。お弁当配達時の会話を通じて地域とのかかわりが深められる。 

     市内の一部地域で既に取り組まれているが、お弁当作りに携わるスタッフも地域で活

躍出来る場が確保され、生きがいにつながる。 

 



 
 

 

３．公共施設の高齢者の有効利用 

《現状》市内公共施設の空いている時間の有効利用として、自治会を越えた地域の高齢者の居

場所づくりの場として利用できないか。 

 《具体的な取り組み》 

     公共施設を高齢者の居場所づくり、サロンの場として有効利用する。自治会を越えた

広域の高齢者のつどいの場となり、調理場があれば地域の元気な高齢者がスタッフと

してかかわり、温かい家庭料理等の提供も出来る。 

 《効果》広域な高齢者の居場所づくりとなり、地域の住民スタッフとのかかわりの中で高齢者

の孤立を防ぐことができ、定期的に開催することで老後の楽しみの一つとなり、生き

がい作りに役立てることができる。 

 

 

地域の支え合いへの支援体制の強化のために 

 ☆地域支え合い活動の推進役となる人材の確保と育成ができる体制づくりの強化。 

① 急激に増加し続けている高齢者世帯の『地域での支え合い』を推進していくためには、

地域の中で中核となって活動できる人材が必要です。 

② 地域で支える人材の育成を担っている市社会福祉協議会と行政、そして地域住民が地域

の中で人材の確保と育成に関わりあう地域づくりが必要です。 

③ 高齢者が安心して暮らせる高島市にするためには、地域福祉活動の強固な仕組み作りが

急務であり、そのためにも地域住民と行政や福祉の専門職による地域の支えあいを育む

協議の場が必要です。 

  

☆各自治会が地域ぐるみの支え合い、高齢者の居場所づくり等を計画･実行できるよう、 

市社会福祉協議会と行政が常に連携し地域に根ざした自治会の支援を強化。 

① 各自治会の見守り隊・福祉推進委員会の活動が広がり、自治会住民が支えあう力を育む

ことが必要です。 

② 地域住民が『地域ぐるみの支え合い』が必要だと感じられる地域の取り組みを推進して

いくためにも、行政・市社会福祉協議会・各地域住民福祉協議会等の地域福祉を推進す

る多様な組織が各自治会への支援を協働で進めることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

委員の思い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年間のまちづくり推進会議を振り返って思うこと 

最初の現状、課題出しの時から驚きがあったのを今でも覚えています。あれだけたくさんの委

員さんから多種多様な意見がでてくるとは正直思っていませんでした。私が考えていたことより

もスケールの大きい話や、その地域の人でないとわからないような話が多く出てきてびっくりし

ました。「高島市」もまだまだ捨てたものじゃないなと言うところからのスタート。課題に対す

る解決法を考えるものの、期間・程度・どのように市政に反映されていくのかなど、もやもやし

ていた時期も・・・。しかし、その間にも何回も会議を重ねていくことで「高島」そして「協働」

についても、少しずつわかるようになってきたように思います。この２年間で学んだのは、まち

づくりに自ら携わることで、仲間づくりの機会が生まれることや、様々な人が関わることで、い

ろいろな分野の問題が解決できていくことです。大事なことはきっかけ。私は、この「まちづく

り推進会議」に携われたことで「高島」についてもう一度しっかりと考える時間ができたのが一

番の収穫でした。                       観光グループ 木津 陽介

まちづくり推進会議に参加して 

 私は、「体験・山菜摘み農園」を営んでいて、まちづくり推進会議では観光グループに参加し

ました。 

高島市は、多くの観光施設、豊かな自然、美しい風景、歴史的財産など、様々な観光資源を有

しています。日々、観光業に携わっていると、まず、この広い市域の観光地をつなげていくネッ

トワークが大切だと感じます。せっかく高島を訪れてくださった方に、数多い市内の観光地を紹

介できているのだろうか、と思う時があります。もう一つは、観光地へ向かう交通手段の充実で

す。鉄道やバスの利便性の向上、道路幅の狭い山間部を中心とした道路改良、外国人観光客にも

対応した観光案内看板設置が必要と考えています。この２年間、観光グループで様々な課題を語

り合い共有できたことを大切にして、さらに元気な高島市になっていければいいと思っていま

す。                   

観光グループ 西澤 恵美子

まちづくりに思うこと 

 私は、まちづくりに対して、ひとつの大きな思いがあって、公募委員として参加しました。そ

れは、市民自らの創作意欲と技によって支えられている手づくり品（手づくり工芸品）の活用方

法やＰＲについてです。推進会議では、その手づくり品が観光客をおもてなしするひとつの材料

にならないかと思い、観光グループに所属しました。 

 グループ会議では、自分の思いを話しながら、これからの高島市の観光が良くなるよう様々な

議論をメンバーと重ねました。自分自身が強く思っていた手づくり品の大切さ、それらの創作活

動が観光客を迎え入れるおもてなしの材料となることがメンバーと共有できて有意義なグルー

プ会議となりました。 

 今後は、手づくり品がもっと活用され、観光客の体験活動などにつながっていけばよいと思い

ます。また、手づくり品が広く観光客に受け入れられ、作者の創作意欲を高め経済的にも効果を

上げていくことを期待しています。               観光グループ 藤野 政夫



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり推進会議へ期待すること 

 高島市まちづくり推進会議の委員として２年が経とうとしています。観光グループは６名の委

員で構成され、それぞれ関わっている仕事は違っており、当初は異業種交流的な感じを受けまし

た。会議を重ねるごとに積極的な意見が交わされ、「高島市を良くするには」の気持ちが表れて

いきました。お互いの共通認識として「おもてなし」の思いがはっきりと感じられました。観光

には最も大切な気持ちです。まちづくりは、行政主導と活動している市民の連携が大切です。「び

わ湖高島観光協会」が観光面での中核を成していただければ、旧町村で活動する観光ガイドのグ

ループを束ねていただけると思います。課題の一つとして、高島市は面積も広く、観光コースが

絞りにくいとの意見がありました。旅行業の資格を持つ観光協会が企画を行い、地域の観光ガイ

ドが案内を行えば、すぐに実現可能と考えます。２年にわたり、議論してきた課題を観光協会に

も共有していただき、次期委員と調整の上、「観光高島」のさらなる充実を期待いたします。  

観光グループ 川添 宏司

市民協働のまちづくりに思うこと 

高島市まちづくり推進会議観光グループに参加して早や２年が経とうとしています。 

｢観光客が行きかう高島市だったらいいのになあ｣をテーマにメンバーと高島市の観光政策に真

剣に取り組み、熱い思いを活発に意見交換することが出来ました。 

海津・西浜・知内の水辺景観、針江・霜降の水辺景観、大溝の水辺景観、菅浦の湖岸集落の４

カ所の重要文化的景観を高島市の観光の大きな資源としてとらえ、課題、対策など議論してきま

した。 

ボランティアガイドの養成、充実、市民がおもてなしの心を持つ必要性、交通アクセスの問題

や観光Ｗⅰ－Ｆⅰの整備等々課題を確認し、対策を集約することが出来ました。 

最終意見をまとめ、第２次高島市総合計画にも掲げている当グループの意見が反映されること

を願います。 

観光グループ 大石 幸夫

まちづくり推進会議(観光)に参加して 

参加させていただいて学んだことは、高島市は、都会から日帰りでもそう遠くなく丁度良い距

離にある自然豊かな観光地だと改めて思いました。自慢できる景観や季節折々の名所が広い市内

に点在しています。『日本遺産』『重要文化的景観』に選定された数、『道の駅』の充実は他所から

比べても自慢に値するものです。私も観光業に携わっている部分があるので感じる事は、観光で

訪れる方々は、事前にＨＰやＳＮＳでの検索が主流なため特定の目的地を目指されます。ＪＲ各

駅や道の駅はそんなピンポイントで訪れている人（いちげんさん）に、高島市はどんな街なのか、

知らない街に何があるのか、街の情報（レアな店舗・お勧め散策コースなど）を与えられる極め

て重要な施設だと思いました。また良好な街並み景観（維持管理されている建物、道路、公園）

の保全、地域住民の街づくり意識（地域のお手入れ）が豊かな街づくりにつながり、観光客を受

け入れる市民の「おもてなしの心」を育むと思います。 

                               観光グループ 中條 祐子



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの笑顔があふれるまちに♪  

「子どもは未来！」高島の将来を支えていくのは子どもたち。その子どもたちが、ぴかぴかの

笑顔で日々過ごせるまち。ひとりひとりが大切にされ、生まれ育った環境（家庭、地域等）に左

右されずに、個性や能力が伸び伸びと育まれ発揮できるまち。子どもを中心にすえたまち＝高島

市であって欲しい！と思いを強くした２年間でした。 

高島には、豊かな自然と歴史と文化があります。この恵まれた子育て環境の中で、全身（五感）

を使って遊び、感動体験を積み重ねることで、豊かな心が育くまれていく。「まちづくりは、ひ

とづくり！」。ひとづくりは時間がかかることですが、子どもの育ちは待ったなしです。良いア

イデアには、前例がなくてもスピード感を持って果敢に取り組み、軌道修正しながらチャレンジ

していく。市民一人ひとりが、自分のできることで、子育てに関わっていく（私は、絵本で♪）。

高島に住まうみんなが一つになれば、きっと実現できるはず♪ 

子育てグループ 平松 成美

まちづくり推進会議で感じたこと  

私はこれまで地域の青年団活動に携わり、高島市から若者が減っていく現状を日々感じていま

した。その時は共に地域を盛り上げる仲間が欲しかったのですが、その現状は次世代の高島市の

子育てに直結していることを、今回このまちづくり推進会議子育てグループに参加して強く意識

するようになりました。グループの中では特に若者の定住が少ないという問題と、通勤通学など

の移動手段の問題がよく話題に上りましたが、これらの問題はすべて過疎化の波が強く影響して

いると感じます。子育てだけに焦点を当てるのではなく、包括的に問題をとらえて、その問題意

識を高島市全体で共有することが第一だと感じました。私自身、これから高島市で子育てを経験

していく世代ですが、今は私達が育った頃のようにたくさんの同級生がいて、子育て世代が地域

に広く認められていた時代とは違います。積極的に地域との繋がりを強め同世代と手を取り合っ

ていくことが大切だと感じました。 

              子育てグループ 桂田 孝太

ふりかえって思うこと 

推進会議に参加して、子どもが育つ環境の厳しさ、課題の多さを改めて感じました。今後も行

政や市民協働というかたちで、子どもたちの育ちのサポートを続けていかなくてはなりません。

そして具体的・個別的な取り組みとは別に、必要性を感じたのは「高島では地域ぐるみで○○な

子どもを育てていく」という共通認識を持つことです。子どもが育っていくためにはどんな要素

が必要なのか、そのためにはどのような見守りやサポートが必要なのか、ということを話し合っ

て○○の部分を共有することです。私としては、高島の豊かな環境を活かすような言葉が入るこ

とを願う訳ですが、その共有したことを実現するための施策を実行し、市外にも情報発信をする

ことが若者定住策にも資すると思います。そして何より、子どもたちの健やかな成長を地域でサ

ポートすることによって、地域がいきいきとすることが大切です。２年間にわたり皆さんにはお

世話になりました。ありがとうございました。 

          子育てグループ 是永 宙



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりに願うこと                             

 私は、朽木住民福祉協議会に参加して、日々の暮らしの中での課題解決を考えていますが、住

民の暮らしのデザインをすることは、まさにまちづくりだろうと思っています。朽木地域では、

高齢者の課題が多くて、いつもは子育てのことを考えることは少ないのですが、今回、子育ての

まちづくりのグループに参加して、子育てしやすさについて考えました。子育ての施策を聞かせ

ていただくと、それなりに充実していて、他の市よりすぐれているところがあるのですが、子ど

もたちに必要な自由に移動する手段に欠けていることが見えてきました。一方、高齢者にも別の

理由ですが、移動が難しくなってきている課題が存在します。考えていくうちに、子育てしやす

さも高齢者の暮らしやすさも同じ課題であることが見えてきました。財政には限りがあり、バス

路線を増やすことは無理でも、別の視点による移動手段の利便性を図ることができないものか考

えていただきたいと願っています。 

子育てグループ 海老澤 文代

まちづくり推進会議を振り返って思うこと 

 ２０１５年６月２１日に当推進会議はスタートしました。会場は、高島市観光物産プラザで行

われ、この日は、まちづくりのテーマ出しとグループ分けが行われました。会場も教室型ではな

く、参加者は輪の形になって着席。まずは楽しい雰囲気でのスタート、参加者それぞれに意気込

みも感じられたが、いつの間にかこの雰囲気が変化していきました。 

なぜだろう？一番に考えられるのには当推進会議が動き始めた時点で、この会議の目的や役割、

そして２年間のスケジュールを明確化できなかったことがあげられます。この推進会議は行政と

協働で進めていくことで動き始めたが、一番肝心なことを最初にお互いが共有出来なかったので

はなかろうか？お互いの考えと進む方向、そしスケジュール等の見解が違うと協働作業はうまく

いきません。あと、楽しさです。この２年間、委員も行政関係者も楽しかったのだろうか？ 

 以上のようなことを少しでも参考にしていただき、２期に繋いでいただければ幸いです。 

一体感グループ 澤 孝彦

委員会に参加して 

仕事柄（元高島市社協職員）、合併後の高島市の 10 年を地域福祉に視点を置いて見てきました。

少子化、過疎高齢化、人口減少、限界集落化等々、更なる 10 年を見通した時に、そういった課題

に如何に対処し活性化を図っていくか…？ 問題意識だけが共有化されていて、中々決定打が見

出せそうにない困難な問題に、真正面から向き合う官民協働の「まちづくり推進会議」に期待を

寄せつつ参加させていただきました。自己都合により欠席がちであった反省を踏まえつつも、熱

心に交わされる議論の場を、多種多様な経験則を持つ人たちと共有できたことは、大変有意義で

あったと思います。日本全国、萎む地域をどうしていくかは国民の共通の課題でもあります。地

方創生が叫ばれる昨今、この地で暮らし続けられる「高島らしい」新たな風土の醸成に、市民一

人ひとりが我が事としてコミットしていけるように、「まちづくり推進会議」の更なる発展と輪の

広がりを願っています。     

                             一体感グループ 馬場 八洲男



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり推進会議を振り返って思うこと  

この２年間、高島市まちづくり推進会議の一員として活動させていただき、本当にありがとう

ございました。改めて「まちづくり」や「協働」という言葉は、人によってとらえ方も様々だと

感じました。また、そもそも何のための協働なのか、誰のためのまちづくりなのかを深く考え、

議論していくことが重要だと感じた２年間でした。 

職業柄、人口減少・少子高齢化と、社会的孤立や格差の広がりを背景に、あらゆる世代の生き

づらさの問題が顕在化していることを問題視しています。まちづくりとは、経済的繁栄や、行政

サービスを市民が補完するためにあるのではなく、子どもから高齢者まで、障害の有無に関わら

ず、誰もが、ここで暮らしていることが幸せだと思えるようなまちにしていくことを市民主体で

行動することが、第一義にあると思います。まちづくりの価値とは何か、共通の理念や目標をし

っかりつくることも、次期メンバーの皆様でご検討いただければと思います。      

一体感グループ 井岡 仁志

まちづくり推進会議を振り返って思うこと 

 高島市が誕生したのを機に、旧町の特色を活かし市民の声を取り入れていこうと「まちづくり

委員会」ができ、合併してよかったとみんなが思えるよう、市民・行政・委員の方々と模索しな

がら参画させて頂きました。 

 年月が経ち、市全体での「まちづくり推進会議」が発足。私は自然を愛し、老若男女みんなが

充実し、楽しく暮らし、活動できればと、「一体感グループ」を選ばせていただきました。 

 いざとなると、いかに奥の深い、広い課題であるかを思い知らされました。 

 みんなが愛している高島市、お互いにつながり助け合い、今何をしていくべきか、今後どのよ

うな環境づくりをするべきか。価値観の共有等、市民としての課題は山積みだと思います。ます

ます少子高齢化の波は押し寄せてきますが、自然に恵まれた高島を愛する者がより豊かに暮らし

て、花開くことを望んでいます。 

                              一体感グループ 早藤 悦子

まちづくり推進会議を振り返って思うこと 

私は、以前マキノ地域のまちづくり委員会に所属していました。しかし、それが無くなり市域を一

体とするまちづくり推進会議が設置されると聞いたとき、今まで作り上げてきたマキノの魅力が大き

な枠の一部になることで存在感が薄れてしまうのではと、とても不安に思った事を今でも覚えていま

す。そのため、まちづくり推進会議になってからも「高島市の中でどれだけ我々のマキノを輝かせら

れるか」とばかり考えていました。しかし、気づいたことは「どれだけ各地域のノウハウを全体の為

に生かし、高島市の良くしていくか」ということ。これからは、各地域が作り上げてきた魅力をいか

に磨き伸ばしながら、うまく連携させるかが必要だと考えています。地元を愛するからこそオール高

島で考え、みんながしっかりとタッグを組めば「強く輝く高島市」が育つのではないかと私は思いま

す。 

一体感グループ 中村 清作



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり推進会議を振り返って思うこと 

まちづくり推進会議に委員として参画させていただいてから、もうすぐ２年の任期が終わろう

としています。今まで各旧町単位の委員会が、高島市全域での推進会議となって初めての年度と

なります。最初の会議で選出されたいくつかの課題の中で私は一体感グループに属しました。ま

ず高島市の市民の思いがひとつになることが必要と思ったからです。一体感グループは途中から

他の部会とのまとめ役になりましたが、結果次年度からの会議の進め方が見えてきたようです。

他のグループが出された問題や提案には熱心に幾度も話し合いがなされたことが表れており、こ

の２年間は大変良い経験になったと思います。次年度には一般の市民が常々感じている課題が吸

い上げられてくる、そんな会議になれば良いと考えます。その課題に対して行政と委員とが議論

し調査を行って何が市民協働でまちづくりに取り組めるか一緒に考えていければと思います。小

さなことがらもひとつひとつ解決していけば、やがて高島市をより住みよいまちにと大きく変え

ていけるのではないでしょうか。               一体感グループ 澤村 茂美

誰もができるまちづくり 

「まち」をつくっているものとは何なのか。今ここで暮らす私たちがよりよい「まち」をつく

っていくために何ができるのか。会議に参加する中で、そんなことを改めて考えるようになりま

した。「自然」というテーマで集まった私たちのグループでもそれぞれの見方や考え方がありまし

た。こうして自分とは違う立場や視点からの話を聴くことで、新たな価値観を知り自分の視野を

広げることにも繋がりました。この会議に参加したことの意義はそこにあると思います。そして、

まず私たちができることは「相手の言葉に耳を傾けること」ではないかと感じました。この会議

はそのよい機会であり、逆に自分はどう考えるのか聴いてもらえる場でもありました。聴く場が

あり、話す場がある。そんな雰囲気がまちのあちこちに広がれば「まち」のこれからについて考

える機会も増え、おのずとよりよい方向へ進んでいくのではないか。その始まりがこの会議であ

ることを期待します。 

                               自然グループ  石脇 和

まちづくり推進会議を振り返って思うこと 

 公募で推進会議に参加させていただき、皆さんが「高島市をよくしよう！」と考えておられる

事が良くわかりました。一番初めの会議の時、名簿を見た時に○○団体の代表者の方ばかりだっ

たので、決まっている団体ばかりの構成会議なら公募しなくてもいいのではと疑問に思いました。

私は「自然の良さを生かす高島市だったらいいのにな」のグループに参加させていただき、初め

てお話しする人ばかりでしたが、「高島の自然を大切に守りたい、もっと良くしたい」と言う気持

ちを皆さん強く持っている方ばかりで、足を運んで実際に朽木を散策したり、地元の方のお話し

を聞いたり、市の職員さんとの意見交換など、有意義な２年間でした。残念な事は２年間の意見

交換の後の取り組みについて、これからどう動いて行こうかと言う事だと思います。また、一か

らスタートで意見交換をされるのでしょうか。私自身も高島の知らない事がいっぱいある中、と

ても勉強になったので、これからは高島の自然の良さを発信できる様にしていきたいと思ってい

ます。                            自然グループ 角川 康恵



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり推進会議を振り返って思うこと 

まちづくり・・１０人いたら、十人十色のまちづくりの思いがあります。ましてや行政との「

市民協働によるまちづくり」を、となると。みなさん「一歩引き・構えて」になりますか。 

今回のまちづくり推進会議、テーマごとにグループが作られ、そのテーマに沿って委員とオブ

ザーバー参加の市職員と意見交換をしながら、課題や解決の方策を探る。時には、現場訪問をし

て活動内容や実施状況を。 

二年間の任期。いろいろなことがあり、実質動いたのは１年余りでしたが、グループ(自然)と

しては、テーマ「自然の良さを生かす高島市だったらいいのにな」に沿ったまちづくりについて

の提案などを、協働して導きだせたのではと。ただ、推進会議の全委員との意見交流・親睦の機

会が少なく、少し残念でしたが。広くて、地域性が強い高島市ですが、それぞれの地域の特性を

いかしつつ、市全体がつながる「まちづくり」ができたらと。 

                               自然グループ 榊 始

まちづくり推進会議へ期待すること 

 複雑、不透明に変化する社会、格差を生み出している社会、また、今後も低成長時代が続くと

言われている中、それに対応したまちづくりは、どうしたらよいのかを考える時期を迎えていま

す。それには、一人ひとりが「学び続ける」人間に成長する施策を推進していくことです。すで

に、物質的豊かさより精神的豊かさの大切さに多くの市民が気付います。「どう心を豊かにするか」

を「ひとづくり」施策で活かす必要があります。例えば、地域の先人について学ぶ場を提供し、

先人の足跡や地域の課題を学び「ひとづくり」に活かす等、その環境づくりに努めることです。

これが「学び続ける」住民が主人公の生涯学習社会であると考えます。今まで、「ひとづくり」に

重点を置いた施策が乏しかったため、「まちづくり」を進めていく上で多様な問題が生じていまし

た。市民生活の中に「学び続ける」環境を醸成するため、グループの養成やそれを活かす体制を

創ること、何よりも、積極的に推進するリーダーの育成が喫緊の課題です。その方向をめざした

「まちづくり推進会議」の活動に期待しています。     若者定住グループ 小林 忠伸 

自然部会を振り返り 

 歴史ある景観、私達が誇りに思う高島の自然、それを活かした町づくりに、これからの進むべ

き未来があると、私は思います。その為に、市内の町には、市民が知っている場所、又知らない

素晴らしい自然、地域の人々でさえ余り気にしない風景、その中で育まれた四季折々のいつもの

姿から、資源となるべき物を見つけ広める事、ポスターや広報誌等に、継続的に発信もしながら、

ホームページ等を広く活用し、市内外に発案発信・広報力を生かして下さい。 

 若者や子どもたちの引き込みが、大人にも通じて素晴らしさや、成り立ちを楽しみながら教え、

資源の発掘や継承に役立て、広報力と共に指導者やサポーターの必要性を感じます。 

 また、忘れ去られた昔の生活様式（森林活用、おくどさん、五右衛門風呂等）の復活の体験や

作業の実施で資源の利活用を提案いたします。 

自然グループ 三田村 勝

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返って・・・ 

 現在の若者は地域のことをどう思っているのかという調査があります。地元は大好きだけれ

ど、そこで暮らすことにはつながらないという。その理由は、地域での人間関係も希薄だし自分

を生かす職場がないことをあげています。地元が大好きというのは単に家族や友人関係に限られ

たことになるらしい。これはいわゆる地域離れと見て取れますが、若者を留まらせる地域力が無

くなっていることを示しています。子どもは学校と家庭と地域連携で育てよう、いざという時の

ために強固なコミュニティを築こうというスローガンは、まさに「言うは易く、行うは難し」に

なってしまっています。かつての地域の取り組みが衰退する中で、世代間の交流がもてない結果、

住民意識の低下につながり、若者流出が進むのは当然の負のスパイラルです。各地域の若者を活

かしたコミュニティ作りができたらいいと思うが、地方における「若者定住」は国家的な問題で

あると実感しました。 

        若者定住グループ 太田 直子 

まちづくり推進会議を振り返って思うこと 

まちづくり推進会議に委員として参加させていただき、様々な視点から高島を想い、盛り上げ

ていこうと熱意のある皆さんと一緒に会議を重ね、改めてまちづくりについて深く考える２年間

でした。若者定住グループに参加させていただきましたが、会議を進める中で、若者が地域で活

動している環境やその現状など、多くの課題があることを知りました。それもこういった場に参

加する機会が無ければ、なかなか考えることも少なかったと思います。よく他の市町村の方から

「高島は地域の活動が活発で羨ましい」や他に環境のこと、子育てに関することなどを聞くこと

が多く、その時に改めて高島の魅力を感じることが多いのですが、まちづくり推進会議に参加し

て、多くの課題を知り考える場をもっと身近な所で多くの方が知る機会があるといいなと思いま

した。いい機会を与えていただきありがとうございました。 

                             若者定住グループ 大塚 康将

 

まちづくり推進会議への期待すること 

高島市の活力と魅力を更に高めて、市全体の振興を図る「まちづくり推進会議」に参画させて

いただき、メンバー全員で論議を重ねる中、多様な分野で見聞を広げながら、我が街の状況への

理解も深める事ができました。また、２年の長きに亘る活動を通じ、課題の抽出のみならず、そ

の解決策をも共有化できた事は、非常に意義深かったと考えます。 

しかし、課題解決の数々の提案が出されたにも係わらず、それを具現化させる計画策定に至ら

なかった事実は、中途半端でまさに「画竜点睛を欠く」が如しで、痛恨の極みであります。 

次期に継続協議されると伺ってはおりますが、本協議会で承認された６つのテーマの改善課題、

ならびに解決策協議から導かれた結論等が棚上げされる事がないよう、念願いたします。 

また、本協議会の活動を進める中で、市政に関するデータベースとその解析部門の脆弱性を感

じましたので、その是正もご検討いただければ幸甚に思います。 

若者定住グループ 清水 俊雄



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり推進会議を振り返って思うこと 

私は若者定住のグループに所属していましたが、そこでは青年団のことを取り上げていただ 

き、ＯＢとして嬉しく感じました。青年団と若者の定住は直接関係ないように思われがちですが、

若者が仲間たちと地域で活動することにより地域の特色を発見したり、地域の人達とつながるこ

とにより郷土愛が生まれることは実体験として感じていることであります。出会いが不足してい

る現代において、青年団で若者同士が出会い、一緒にいろんな経験をすることでＳＮＳのつなが

りでは感じられない人のぬくもりに触れ、将来を共にする人と出会えるきっかけにもなるはずで

す。 

全体を通して思うことは、いろいろな問題がある中でもまだまだ高島市としての一体感を出す

のは難しいのかなぁと感じました。しかし、それぞれの地域の良さも大切にしながらそれを高島

市の財産として受け止めていけば自然に一体感が生まれてくるのではないかと思います。    

若者定住グループ 桂田 亜也子

まちづくり推進会議を振り返って                  

 前任者の後を受け、高島市商工会からまちづくり推進会議に参加させていただきました。高齢

者グループに入れていただき、市内の高齢者の現状や各地域の取り組み等を協議していく中で、

今まで知らなかったことを学ぶことができ、また真剣に考える機会をいただきました。 

しかし、参加グループについては、まちづくり推進委員としてあまりお役に立てなかったよう

に思い反省しています。 

今後、まちづくりに取り組んでいくためには、もっと市民にまちづくりについて関心を持って

もらうことが大事ではないかと思います。まちづくり推進会議だけのまちづくりになってはいけ

ないし、市民の中の意見が反映できるような仕組みができればと感じました。 

高齢者グループ 入江 かおる 

 

 

委員として感じた事 

まちづくり推進会議に参加させていただき多くの事を考えさせられました。私は、青年会議所

活動を通じこれまで「高島の発展」「活気溢れる高島」を考え活動を行ってきましたが、市内には

本当に多くの課題があり少しびっくりしました。私たち 40 代までの青年と呼ばれる世代がもっと

しっかりと現状を捉え、立ち向かっていかなければいけない。推進会議に参加されている方々は

私たちよりも上の世代の方が多く、我々世代がもっと関心を持つべきだと痛感いたしました。ま

だまだこれから多くの課題があると思いますが、市民一人ひとりがしっかりと考え、積極的に行

動を起こすことが大事だと感じました。高齢者グループの方々にはあまり力にはなれませんでし

たが、これから高齢者社会へと加速していく高島市にとっては今回、皆さんと共に考えた課題は

大変重要な事だと感じました。今回、こういった大変素晴らしい考える機会を与えていただき感

謝しています。有難うございました。   

高齢者グループ 三田村 徹



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり推進会議を振り返って思うこと 

私は、地域での高齢者支援のボランティア活動を通じて、独居高齢者の厳しい現状を目の当た

りにし、地域住民のかかわりの大切さ、そしてその地域を支える側にある行政・社協の地域に果

たす役割の大きさを常に感じてきました。これまでの経験をこの会議に生かせる事があればと思

い、第一回の会議に臨み「高齢者」のグループに迷い無く参加しました。以後８回のグループ会

議を積み重ねてきました。高齢者を取り巻く多くの課題を共有しながら検討してきましたが、各

委員の高齢者問題の関わり方に違いもあり、市民協働として取り組める有効な解決策は見出せま

せんでした。次年度のこの会議に向けての要望ですが、もう少しテーマをしぼり各テーマについ

て委員全員が共通の問題意識を持ち、それぞれの熱い思いが討議に反映出来るグループ編成にす

る事が大切だと思います。そして、この会議での課題解決策が地域住民の支え合い活動に生かさ

れる事を願っています。 

高齢者グループ 泉 婦美子

市民協働のまちづくりに思うこと 

 高齢者グループでは、高齢者が元気で安心して暮らしてもらえるためにはどうしたら良いかを

考えましたが、難しい問題がいっぱいあります。 

 市のサービスで特定の買い物サービスはできないのか。バスに乗れない高齢者への対応はどう

するのか。移送サービスについては、マキノや高島など部分的に取り組んでいるので、それを拡

大することが大事だと思います。 

 配食サービスについては、高島や他のところでもやっているが、やはり地域の人が作った弁当

の方が高齢者は食べよいので、これを拡大してやっていければ良いと思います。 

 いずれにしても、高齢者にとって一番大事なのは、社協、行政、そして地域の人が一体となっ

て、高齢者の皆さんが安心できるように支援することが大事だと思います。 

高齢者グループ 地村 満信

 

安心して住み続けられるまちづくりってなんだろう 

急速に進む高齢化、独居世帯、老々介護、認認介護等深刻な問題が次々と上がってくる中、少

しでも住み慣れた地域で、その人らしく生活をしていけるように、何かできないかと高齢者グル

ープでは議論を続けてきました。思いはあっても、実現に向けては困難なことであったり、提案

した内容についても、これから誰がどのように取り組んでいくのかという課題はまだまだありま

す。でも、困っている人は、すぐ目の前におられます。ＳＯＳを出せない人もいます。その声に

早く気づくことが大切です。何か取り組みを進めていくと同時に、たくさんの人とのコミュニケ

ーションをしっかりとって、気づきを増やし、支援の輪を広げていく事が大切だと実感しました。

それぞれの得意分野を生かした支援をすることで、支援者の生きがい作りにも発展します。お

互い様の気持ちを忘れず、たくさんの方の協力により笑顔が増え、住みやすいまちづくりができ

ることを願います。 

高齢者グループ 宮田 早苗



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 企画・制作  

高島市まちづくり推進会議 

 発  行  

高島市役所 市民生活部 市民協働課 

〒520-1592 滋賀県高島市新旭町北畑 565 番地 

    ＴＥＬ0740-25-8526 ＦＡＸ0740-25-8156 

  Mail:kyoudou@city.takashima.lg.jp 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


